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(57)【要約】
【課題】歩行している端末装置のユーザが歩行を停止し
たことを契機として、該ユーザに電子メールの着信を再
通知する。
【解決手段】端末装置１のメール着信部１１が、端末装
置１への電子メールの着信を受け付け、メール着信通知
部１８が、該電子メールの着信が受け付けられたときに
、該電子メールの着信を端末装置１のユーザに通知し、
振動数計測部１５が、端末装置１に与えられる振動の数
を計測し、判断部１７が、該計測された振動の数に基づ
いて、該ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行した
かを判断し、上記メール着信通知部１８が、該ユーザが
歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断された場合
に、該ユーザに電子メールの着信を再通知する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置であって、
　前記端末装置への電子メールの着信を受け付けるメール着信手段と、
　前記電子メールの着信が受け付けられたときに、該電子メールの着信を前記端末装置の
ユーザに通知するメール着信通知手段と、
　前記端末装置に与えられる振動の数を計測する振動数計測手段と、
　前記振動数計測手段によって計測された振動の数に基づいて、前記ユーザが歩行状態か
ら歩行停止状態に移行したかを判断する判断手段とを備え、
　前記メール着信通知手段が、前記判断手段によって前記ユーザが歩行状態から歩行停止
状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電子メールの着信を再通知する
　ことを特徴とする端末装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の端末装置において、
　前記判断手段が、前記振動数計測手段によって計測された振動の数に基づいて、前記端
末装置が静止状態から移動状態に移行したかを判断し、
　前記メール着信通知手段が、前記判断手段によって前記端末装置が静止状態から移動状
態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電子メールの着信を再通知する
　ことを特徴とする端末装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の端末装置が、更に、
　前記端末装置への電話着信を受け付ける電話着信手段と、
　前記電話着信が受け付けられたときに、該電話着信を前記端末装置のユーザに通知する
電話着信通知手段とを備え、
　前記電話着信通知手段が、前記判断手段によって前記ユーザが歩行状態から歩行停止状
態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電話着信を再通知する
　ことを特徴とする端末装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の端末装置において、
　前記判断手段が、前記振動数計測手段によって計測された振動の数に基づいて、前記端
末装置が静止状態から移動状態に移行したかを判断し、
　前記電話着信通知手段が、前記判断手段によって前記端末装置が静止状態から移動状態
に移行したと判断された場合に、該ユーザに電話着信を再通知する
　ことを特徴とする端末装置。
【請求項５】
　端末装置における着信を通知する方法であって、
　前記端末装置への電子メールの着信を受け付け、
　前記電子メールの着信が受け付けられたときに、該電子メールの着信を前記端末装置の
ユーザに通知し、
　前記端末装置に与えられる振動の数を計測し、
　前記計測された振動の数に基づいて、前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行し
たかを判断し、
　前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電
子メールの着信を再通知する
　ことを特徴とする着信通知方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の着信通知方法において、
　前記計測された振動の数に基づいて、前記端末装置が静止状態から移動状態に移行した
かを判断し、
　前記端末装置が静止状態から移動状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電子
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メールの着信を再通知する
　ことを特徴とする着信通知方法。
【請求項７】
　請求項５に記載の着信通知方法において、更に、
　前記端末装置への電話着信を受け付け、
　前記電話着信が受け付けられたときに、該電話着信を前記端末装置のユーザに通知し、
　前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電
話着信を再通知する
　ことを特徴とする着信通知方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の着信通知方法において、
　前記計測された振動の数に基づいて、前記端末装置が静止状態から移動状態に移行した
かを判断し、
　前記端末装置が静止状態から移動状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電話
着信を再通知する
　ことを特徴とする着信通知方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置及び着信通知方法に関し、特に、携帯電話等の端末装置のユーザが
歩行中に電子メールの着信に気付かなかった場合に、該ユーザが歩行を停止したことを契
機として、該ユーザに電子メールの着信を再通知する端末装置及び着信通知方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来の携帯電話等の端末装置では、電子メールの着信（メール着信）があったときに、
該メール着信を携帯電話の音や振動でユーザに通知している。
【０００３】
　なお、従来の携帯電話に関する具体的技術として、例えば、下記の特許文献１は、携帯
電話のユーザの歩数を計測し、該計測結果に基づいて、ユーザが歩行中であるかを判断し
、該ユーザが歩行中であると判断した場合に、携帯電話を操作不可とする技術について記
載している。
【特許文献１】特開２００３－２９８６９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来、携帯電話等の端末装置のユーザが歩行中に該端末装置に電子メールが着信したり
、電話着信（電話を受けること）があっても、該電子メールの着信時や電話着信時に該電
子メールの着信又は電話着信を知らせる音や振動に該ユーザが気付かない場合がある。従
来、歩行していたユーザが歩行を停止したことを契機として該ユーザに該電子メールの着
信や電話着信を再通知する技術がなかったため、該ユーザは、該電子メールが着信したこ
とや、電話着信があったことを早い時点で知ることができなかった。
【０００５】
　また、上記端末装置を充電中に電子メールや電話の着信があった時などには、該電子メ
ールや電話が着信したことにユーザが気付かないという問題があった。
【０００６】
　本発明は、歩行している端末装置のユーザが歩行を停止したことを契機として、該ユー
ザに電子メールの着信を再通知する端末装置の提供を目的とする。
【０００７】
　また、本発明は、歩行している端末装置のユーザが歩行を停止したことを契機として、
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該ユーザに電子メールの着信を再通知する着信通知方法の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の端末装置は、端末装置であって、前記端末装置への電子メールの着信を受け付
けるメール着信手段と、前記電子メールの着信が受け付けられたときに、該電子メールの
着信を前記端末装置のユーザに通知するメール着信通知手段と、前記端末装置に与えられ
る振動の数を計測する振動数計測手段と、前記振動数計測手段によって計測された振動の
数に基づいて、前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したかを判断する判断手段
とを備え、前記メール着信通知手段が、前記判断手段によって前記ユーザが歩行状態から
歩行停止状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電子メールの着信を再通知する
。
【０００９】
　好ましくは、本発明の端末装置において、前記判断手段が、前記振動数計測手段によっ
て計測された振動の数に基づいて、前記端末装置が静止状態から移動状態に移行したかを
判断し、前記メール着信通知手段が、前記判断手段によって前記端末装置が静止状態から
移動状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電子メールの着信を再通知する。
【００１０】
　好ましくは、本発明の端末装置が、更に、前記端末装置への電話着信を受け付ける電話
着信手段と、前記電話着信が受け付けられたときに、該電話着信を前記端末装置のユーザ
に通知する電話着信通知手段とを備え、前記電話着信通知手段が、前記判断手段によって
前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電話
着信を再通知する。
【００１１】
　好ましくは、本発明の端末装置において、前記判断手段が、前記振動数計測手段によっ
て計測された振動の数に基づいて、前記端末装置が静止状態から移動状態に移行したかを
判断し、前記電話着信通知手段が、前記判断手段によって前記端末装置が静止状態から移
動状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電話着信を再通知する。
【００１２】
　また、本発明の着信通知方法は、端末装置における着信を通知する方法であって、前記
端末装置への電子メールの着信を受け付け、前記電子メールの着信が受け付けられたとき
に、該電子メールの着信を前記端末装置のユーザに通知し、前記端末装置に与えられる振
動の数を計測し、前記計測された振動の数に基づいて、前記ユーザが歩行状態から歩行停
止状態に移行したかを判断し、前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断
された場合に、該ユーザに電子メールの着信を再通知する。
【００１３】
　好ましくは、本発明の着信通知方法において、前記計測された振動の数に基づいて、前
記端末装置が静止状態から移動状態に移行したかを判断し、前記端末装置が静止状態から
移動状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電子メールの着信を再通知する。
【００１４】
　好ましくは、本発明の着信通知方法において、更に、前記端末装置への電話着信を受け
付け、前記電話着信が受け付けられたときに、該電話着信を前記端末装置のユーザに通知
し、前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに
電話着信を再通知する。
【００１５】
　好ましくは、本発明の着信通知方法において、前記計測された振動の数に基づいて、前
記端末装置が静止状態から移動状態に移行したかを判断し、前記端末装置が静止状態から
移動状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電話着信を再通知する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の端末装置及び着信通知方法は、端末装置に与えられる振動の数の計測結果に基
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づいて、端末装置のユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したかを判断し、該判断結
果に基づいて、該ユーザに電子メールの着信を再通知する。従って、本発明によれば、歩
行中にメール着信に気付かなかったユーザが、歩行を停止したときに、該メール着信を確
認することが可能となる。
【００１７】
　また、本発明の端末装置及び着信通知方法は、端末装置に与えられる振動の数の計測結
果に基づいて、端末装置が静止状態から移動状態に移行したかを判断し、該判断結果に基
づいて、該ユーザに電子メールの着信を再通知する。従って、本発明によれば、例えば、
充電中の状態等端末装置が置かれたままの状態であるときのメール着信に気付かなかった
ユーザが、該端末装置を手に持って移動しようとしたときに、該メール着信を確認するこ
とが可能となる。
【００１８】
　本発明の端末装置及び着信通知方法は、端末装置に与えられる振動の数の計測結果に基
づいて、端末装置のユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したかを判断し、該判断結
果に基づいて、該ユーザに電話着信を再通知する。従って、本発明によれば、歩行中にメ
ール着信に気付かなかったユーザが、歩行を停止したときに、該電話着信を確認すること
が可能となる。
【００１９】
　また、本発明の端末装置及び着信通知方法は、端末装置に与えられる振動の数の計測結
果に基づいて、端末装置が静止状態から移動状態に移行したかを判断し、該判断結果に基
づいて、該ユーザに電話着信を再通知する。従って、本発明によれば、例えば、充電中の
状態等端末装置が置かれたままの状態であるときのメール着信に気付かなかったユーザが
、該端末装置を手に持って移動しようとしたときに、該電話着信を確認することが可能と
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　図１は、本発明の端末装置の構成の一例を示す図である。端末装置１は、例えば携帯電
話等の電話機からなる。この例では、端末装置１は、周知のように、通常の電話の機能と
電子メールの送受信機能とを備える。端末装置１は、更に他の機能、例えばインターネッ
ト接続機能を備えていても良い。また、端末装置１は、固定電話機であっても良い。
【００２１】
　端末装置１は、メール着信部１１、メール着信データ生成部１２、電話着信部１３、電
話着信データ生成部１４、振動数計測部１５、操作情報入力部１６、判断部１７、メール
着信通知部１８、電話着信通知部１９、メール記憶部２０、メール着信データ記憶部２１
、電話着信データ記憶部２２を備える。
【００２２】
　メール着信部１１は、端末装置１への電子メールの着信（メール着信）を受け付ける。
メール着信データ生成部１２は、受け付けられた電子メールの着信に関するデータをメー
ル着信データとして生成してメール着信データ記憶部２１に記憶する。メール着信データ
は、例えば、電子メールの送信元の電子メールアドレス、該送信元の氏名、該電子メール
の着信日時等のデータである。
【００２３】
　電話着信部１３は、端末装置１への電話着信を受け付ける。電話着信とは、電話を受け
ることを意味する。電話着信データ生成部１４は、受け付けられた電話着信に関するデー
タを電話着信データとして生成して電話着信データ記憶部２２に記憶する。電話着信デー
タは、例えば、電話の発信元の電話番号、該発信元の氏名、該電話の着信日時等のデータ
である。
【００２４】
　振動数計測部１５は、端末装置１に与えられる振動の数を計測する。振動数計測部１５
は、例えば、周知のように、携帯電話に内蔵されている歩数計である。例えば、振動数計
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測部１５は、端末装置１を携帯するユーザが歩行している時に、該ユーザの歩行によって
端末装置１に与えられる振動の数を計測し、計測結果を加算する。該ユーザが歩行を停止
すると、該端末装置１には振動が与えられなくなるため、振動数計測部１５によって計測
される振動の数は加算されない。
【００２５】
　また、例えば、振動数計測部１５は、端末装置１が静止状態から移動状態に移行したと
きに端末装置１に与えられる振動の数を計測し、加算する。上記静止状態とは、例えば、
端末装置１が充電器に入れられて充電中である状態など、端末装置１が振動が与えられず
に物理的に静止している状態をいう。また、上記移動状態とは、例えば、充電器に入れら
れていた端末装置１が充電器から取り出されたときの状態や、静止状態にあった端末装置
１をユーザが手に持って移動しようとしたときの状態など、端末装置１が物理的に移動す
る状態をいう。なお、本発明の実施の形態では、上記移動状態には、例えば、端末装置１
が折り畳み方式の携帯電話である場合に、該端末装置１が開閉動作をしている時の状態も
含む。
【００２６】
　操作情報入力部１６は、端末装置１のユーザの指示に従って、端末装置１の操作情報を
入力する。操作情報とは、端末装置１の操作に関する情報（例えば、端末装置１が携帯電
話である場合のキー操作に関する情報）である。
【００２７】
　判断部１７は、振動数計測部１５による端末装置１に与えられる振動の数の計測結果に
基づいて、ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したかを判断する。具体的には、判
断部１７は、後述するメール着信通知部１８によってメール着信がユーザに通知された時
に、上記振動数計測部１５によって計測される振動の数を監視し、該振動の数が所定時間
内に加算中の状態から加算なしの状態に変化するかを判断する。判断部１７が、該振動の
数が所定時間内に加算中の状態から加算なしの状態に変化したと判断した場合、判断部１
７は、ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断する。判断部１７は、ユーザ
が歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断した場合であって、操作情報入力部１６に
よって操作情報が入力されていないとき（例えば、端末装置１のキー操作が行われていな
いとき）、メール着信通知部１８に制御信号を送信して、ユーザに対して該メール着信を
再通知させる。
【００２８】
　また、判断部１７は、後述する電話着信通知部１９によって電話着信がユーザに通知さ
れた時に、上記振動数計測部１５によって計測される振動の数を監視し、該振動の数が所
定時間内に加算中の状態から加算なしの状態に変化するかを判断する。判断部１７が、該
振動の数が所定時間内に加算中の状態から加算なしの状態に変化したと判断した場合、判
断部１７は、ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断する。判断部１７は、
ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断した場合であって、操作情報入力部
１６によって操作情報が入力されていないとき（例えば、端末装置１のキー操作が行われ
ていないとき）、電話着信通知部１９に制御信号を送信して、ユーザに対して該電話着信
を再通知させる。
【００２９】
　また、判断部１７は、後述するメール着信通知部１８によってメール着信がユーザに通
知された時に、上記振動数計測部１５によって計測される振動の数を監視し、該振動の数
が所定時間内に加算なしの状態から加算中の状態に変化するかを判断する。判断部１７が
、該振動の数が所定時間内に加算なしの状態から加算中の状態に変化したと判断した場合
、判断部１７は、端末装置１が静止状態から移動状態に移行したと判断する。判断部１７
は、端末装置１が静止状態から移動状態に移行したと判断した場合であって、操作情報入
力部１６によって操作情報が入力されていないとき（例えば、端末装置１のキー操作が行
われていないとき）、メール着信通知部１８に制御信号を送信して、ユーザに対して該メ
ール着信を再通知させる。
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【００３０】
　また、判断部１７は、電話着信通知部１９によって電話着信がユーザに通知された時に
、上記振動数計測部１５によって計測される振動の数を監視し、該振動の数が所定時間内
に加算なしの状態から加算中の状態に変化するかを判断する。判断部１７が、該振動の数
が所定時間内に加算なしの状態から加算中の状態に変化したと判断した場合、判断部１７
は、端末装置１が静止状態から移動状態に移行したと判断する。判断部１７は、端末装置
１が静止状態から移動状態に移行したと判断した場合であって、操作情報入力部１６によ
って操作情報が入力されていないとき（例えば、端末装置１のキー操作が行われていない
とき）、電話着信通知部１９に制御信号を送信して、ユーザに対して該電話着信を再通知
させる。
【００３１】
　メール着信通知部１８は、メール着信部１１によってメール着信が受け付けられたとき
に、該メール着信をユーザに通知する。例えば、メール着信通知部１８は、音声の発信、
バイブレーション動作、メール着信を通知する画面表示等をすることによって、該メール
着信をユーザに通知する。
【００３２】
　また、メール着信通知部１８は、判断部１７から受信した上記制御信号に基づいて、該
ユーザに該メール着信を再通知する。例えば、メール着信通知部１８は、音声の発信、バ
イブレーション動作をすることによって、該メール着信をユーザに再通知するようにして
もよいし、メール着信データ記憶部２１に記憶されたメール着信データを端末装置１上に
画面表示することによって該メール着信をユーザに再通知するようにしてもよい。
【００３３】
　電話着信通知部１９は、電話着信部１３によって電話着信が受け付けられたときに、該
電話着信をユーザに通知する。例えば、電話着信通知部１９は、音声の発信、バイブレー
ション動作、電話着信を示す画面表示等をすることによって、該電話着信をユーザに通知
する。
【００３４】
　また、電話着信通知部１９は、判断部１７から受信した上記制御信号に基づいて、該ユ
ーザに該電話着信を再通知する。例えば、電話着信通知部１９は、音声の発信、バイブレ
ーション動作をすることによって、該電話着信をユーザに再通知するようにしてもよいし
、電話着信データ記憶部２２に記憶された電話着信データを端末装置１上に画面表示する
ことによって該電話着信をユーザに再通知するようにしてもよい。
【００３５】
　メール記憶部２０にはメール着信部１１によって着信が受け付けられた電子メールが記
憶される。メール着信データ記憶部２１にはメール着信データが生成される。電話着信デ
ータ記憶部２２には電話着信データが記憶される。
【００３６】
　なお、本発明の端末装置１は、ＣＰＵとその上で実行されるプログラムにより実現され
る。本発明を実現するプログラムは、コンピュータが読み取り可能な記録媒体、例えば半
導体メモリ、ハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等に格納することができ、これらの
記録媒体に記録して提供され、又は、通信インタフェースを介してネットワークを利用し
た送受信により提供される。
【００３７】
　図２は、メール着信データ記憶部に記憶されるメール着信データの例を示す図である。
メール着信データは、例えば、メールアドレス、氏名、日時の項目からなる。メールアド
レスは、着信した電子メールの送信元の電子メールアドレスである。氏名は、該送信元の
氏名である。日時は、該電子メールの着信日時である。
【００３８】
　図３は、電話着信データ記憶部に記憶される電話着信データの例を示す図である。電話
着信データは、例えば、電話番号、氏名、日時の項目からなる。電話番号は、着信した電



(8) JP 2008-227639 A 2008.9.25

10

20

30

40

50

話の発信元の電話番号である。氏名は、該発信元の氏名である。日時は、該電話の着信日
時である。
【００３９】
　図４は、本発明の端末装置によるメール着信通知処理フローの一例を示す図である。ま
ず、端末装置１のメール着信部１１が、メール着信を受け付ける（ステップＳ１）。メー
ル着信通知部１８が、該メール着信をユーザに通知する（ステップＳ２）。次に、判断部
１７が、振動数計測部１５によって計測される振動の数を所定時間（例えば、１０秒間）
監視する（ステップＳ３）。
【００４０】
　判断部１７は、端末装置１のキー操作が行われたかを判断する（ステップＳ４）。判断
部１７が、端末装置１のキー操作が行われたと判断した場合は、処理を終了する。判断部
１７が、端末装置１のキー操作が行われていないと判断した場合は、判断部１７は、振動
数計測部１５が振動の数を加算中であるかを判断する（ステップＳ５）。判断部１７は、
振動数計測部１５が振動の数を加算中であると判断する場合、振動数計測部１５によって
計測される振動の数を所定時間（例えば、１０秒間）監視する（ステップＳ６）。
【００４１】
　判断部１７は、振動数計測部１５が振動の数を加算中であるかを判断する（ステップＳ
７）。判断部１７が、振動数計測部１５が振動の数を加算中であると判断した場合は、上
記ステップＳ６の処理に戻る。判断部１７が、振動数計測部１５が振動の数を加算中でな
い（振動の数の加算が停止した）と判断した場合、メール着信通知部１８が、メール着信
をユーザに再通知する（ステップＳ８）。すなわち、上記ステップＳ８において、判断部
１７は、振動の数の加算が停止したことを認識して、ユーザが歩行状態から歩行停止状態
に移行したと判断し、制御信号をメール着信通知部１８に送信して、メール着信をユーザ
に再通知させる。メール着信通知部１８は、音声の発信、バイブレーション動作、メール
着信を通知する画面表示等をすることによって、該メール着信をユーザに通知する。例え
ば、メール着信通知部１８は、前述した図２に示すメール着信データを参照して、図５に
示すような、ＡＢから送信された電子メールの着信があったことを通知する画面を表示す
るようにしてもよい。
【００４２】
　上記ステップＳ５において、判断部１７が、振動数計測部１５が振動の数を加算中でな
いと判断した場合、判断部１７は、振動数計測部１５によって計測される振動の数を所定
時間（例えば、１０秒間）監視する（ステップＳ９）。判断部１７は、振動数計測部１５
が振動の数を加算中であるかを判断する（ステップＳ１０）。判断部１７が、振動数計測
部１５が振動の数を加算中でないと判断した場合は、上記ステップＳ９の処理に戻る。判
断部１７が、振動数計測部１５が振動の数を加算中である（振動の数の加算が開始された
）と判断した場合は、上記ステップＳ８に進む。すなわち、上記ステップＳ１０において
、判断部１７は、振動の数の加算が開始されたことを認識して、端末装置１が静止状態か
ら移動状態に移行したと判断し、制御信号をメール着信通知部１８に送信して、メール着
信をユーザに再通知させる。
【００４３】
　図６は、本発明の端末装置による電話着信通知処理フローの一例を示す図である。まず
、端末装置１の電話着信部１３が、電話着信を受け付ける（ステップＳ２１）。電話着信
通知部１９が、該電話着信をユーザに通知する（ステップＳ２２）。次に、判断部１７が
、振動数計測部１５によって計測される振動の数を所定時間（例えば、１０秒間）監視す
る（ステップＳ２３）。
【００４４】
　判断部１７は、端末装置１のキー操作が行われたかを判断する（ステップＳ２４）。判
断部１７が、端末装置１のキー操作が行われたと判断した場合は、処理を終了する。判断
部１７が、端末装置１のキー操作が行われていないと判断した場合は、判断部１７は、振
動数計測部１５が振動の数を加算中であるかを判断する（ステップＳ２５）。判断部１７
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は、振動数計測部１５が振動の数を加算中であると判断する場合、振動数計測部１５によ
って計測される振動の数を所定時間（例えば、１０秒間）監視する（ステップＳ２６）。
【００４５】
　判断部１７は、振動数計測部１５が振動の数を加算中であるかを判断する（ステップＳ
２７）。判断部１７が、振動数計測部１５が振動の数を加算中であると判断した場合は、
上記ステップＳ２６の処理に戻る。判断部１７が、振動数計測部１５が振動の数を加算中
でない（振動の数の加算が停止した）と判断した場合、電話着信通知部１９が、電話着信
をユーザに再通知する（ステップＳ２８）。すなわち、上記ステップＳ２８において、判
断部１７は、振動の数の加算が停止したことを認識して、ユーザが歩行状態から歩行停止
状態に移行したと判断し、制御信号を電話着信通知部１９に送信して、電話着信をユーザ
に再通知させる。電話着信通知部１９は、音声の発信、バイブレーション動作、電話着信
を通知する画面表示等をすることによって、該電話着信をユーザに通知する。例えば、電
話着信通知部１９は、前述した図３に示す電話着信データを参照して、図７に示すような
、ＡＡから発信された電話の着信があったことを通知する画面を表示するようにしてもよ
い。
【００４６】
　上記ステップＳ２５において、判断部１７が、振動数計測部１５が振動の数を加算中で
ないと判断した場合、判断部１７は、振動数計測部１５によって計測される振動の数を所
定時間（例えば、１０秒間）監視する（ステップＳ２９）。判断部１７は、振動数計測部
１５が振動の数を加算中であるかを判断する（ステップＳ３０）。判断部１７が、振動数
計測部１５が振動の数を加算中でないと判断した場合は、上記ステップＳ２９の処理に戻
る。判断部１７が、振動数計測部１５が振動の数を加算中である（振動の数の加算が開始
された）と判断した場合は、上記ステップＳ２８に進む。すなわち、上記ステップＳ３０
において、判断部１７は、振動の数の加算が開始されたことを認識して、端末装置１が静
止状態から移動状態に移行したと判断し、制御信号を電話着信通知部１９に送信して、電
話着信をユーザに再通知させる。
【００４７】
　以上から把握できるように、本発明の実施形態の特徴を述べると以下の通りである。
【００４８】
　（付記１）端末装置であって、
　前記端末装置への電子メールの着信を受け付けるメール着信手段と、
　前記電子メールの着信が受け付けられたときに、該電子メールの着信を前記端末装置の
ユーザに通知するメール着信通知手段と、
　前記端末装置に与えられる振動の数を計測する振動数計測手段と、
　前記振動数計測手段によって計測された振動の数に基づいて、前記ユーザが歩行状態か
ら歩行停止状態に移行したかを判断する判断手段とを備え、
　前記メール着信通知手段が、前記判断手段によって前記ユーザが歩行状態から歩行停止
状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電子メールの着信を再通知する
　ことを特徴とする端末装置。
【００４９】
　（付記２）付記１に記載の端末装置において、
　前記判断手段が、前記振動数計測手段によって計測された振動の数に基づいて、前記端
末装置が静止状態から移動状態に移行したかを判断し、
　前記メール着信通知手段が、前記判断手段によって前記端末装置が静止状態から移動状
態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電子メールの着信を再通知する
　ことを特徴とする端末装置。
【００５０】
　（付記３）付記１に記載の端末装置が、更に、
　前記端末装置への電話着信を受け付ける電話着信手段と、
　前記電話着信が受け付けられたときに、該電話着信を前記端末装置のユーザに通知する
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電話着信通知手段とを備え、
　前記電話着信通知手段が、前記判断手段によって前記ユーザが歩行状態から歩行停止状
態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電話着信を再通知する
　ことを特徴とする端末装置。
【００５１】
　（付記４）付記３に記載の端末装置において、
　前記判断手段が、前記振動数計測手段によって計測された振動の数に基づいて、前記端
末装置が静止状態から移動状態に移行したかを判断し、
　前記電話着信通知手段が、前記判断手段によって前記端末装置が静止状態から移動状態
に移行したと判断された場合に、該ユーザに電話着信を再通知する
　ことを特徴とする端末装置。
【００５２】
　（付記５）端末装置における着信を通知する方法であって、
　前記端末装置への電子メールの着信を受け付け、
　前記電子メールの着信が受け付けられたときに、該電子メールの着信を前記端末装置の
ユーザに通知し、
　前記端末装置に与えられる振動の数を計測し、
　前記計測された振動の数に基づいて、前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行し
たかを判断し、
　前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電
子メールの着信を再通知する
　ことを特徴とする着信通知方法。
【００５３】
　（付記６）付記５に記載の着信通知方法において、
　前記計測された振動の数に基づいて、前記端末装置が静止状態から移動状態に移行した
かを判断し、
　前記端末装置が静止状態から移動状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電子
メールの着信を再通知する
　ことを特徴とする着信通知方法。
【００５４】
　（付記７）付記５に記載の着信通知方法において、更に、
　前記端末装置への電話着信を受け付け、
　前記電話着信が受け付けられたときに、該電話着信を前記端末装置のユーザに通知し、
　前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電
話着信を再通知する
　ことを特徴とする着信通知方法。
【００５５】
　（付記８）付記７に記載の着信通知方法において、
　前記計測された振動の数に基づいて、前記端末装置が静止状態から移動状態に移行した
かを判断し、
　前記端末装置が静止状態から移動状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電話
着信を再通知する
　ことを特徴とする着信通知方法。
【００５６】
　（付記９）端末装置における着信を通知するプログラムであって、
　コンピュータに、
　前記端末装置への電子メールの着信を受け付ける処理と、
　前記電子メールの着信が受け付けられたときに、該電子メールの着信を前記端末装置の
ユーザに通知する処理と、
　前記端末装置に与えられる振動の数を計測する処理と、
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　前記計測された振動の数に基づいて、前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行し
たかを判断する処理と、
　前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電
子メールの着信を再通知する処理とを実行させる
　ことを特徴とする着信通知プログラム。
【００５７】
　（付記１０）付記９に記載の着信通知プログラムが、更に、
　コンピュータに、
　前記計測された振動の数に基づいて、前記端末装置が静止状態から移動状態に移行した
かを判断する処理と、
　前記端末装置が静止状態から移動状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電子
メールの着信を再通知する処理とを実行させる
　ことを特徴とする着信通知プログラム。
【００５８】
　（付記１１）付記９に記載の着信通知プログラムが、更に、
　コンピュータに、
　前記端末装置への電話着信を受け付ける処理と、
　前記電話着信が受け付けられたときに、該電話着信を前記端末装置のユーザに通知する
処理と、
　前記ユーザが歩行状態から歩行停止状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電
話着信を再通知する処理とを実行させる
　ことを特徴とする着信通知プログラム。
【００５９】
　（付記１２）付記１１に記載の着信通知プログラムにおいて、
　コンピュータに、
　前記計測された振動の数に基づいて、前記端末装置が静止状態から移動状態に移行した
かを判断する処理と、
　前記端末装置が静止状態から移動状態に移行したと判断された場合に、該ユーザに電話
着信を再通知する処理とを実行させる
　ことを特徴とする着信通知プログラム。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　以上、説明したように、本発明によれば、歩行中にメール着信に気付かなかったユーザ
が、歩行を停止したときに、該メール着信を確認することが可能となる。
【００６１】
　また、本発明によれば、例えば、充電中の状態等端末装置が置かれたままの状態である
ときのメール着信に気付かなかったユーザが、該端末装置を手に持って移動しようとした
ときに、該メール着信を確認することが可能となる。
【００６２】
　また、本発明によれば、歩行中にメール着信に気付かなかったユーザが、歩行を停止し
たときに、該電話着信を確認することが可能となる。
【００６３】
　また、本発明によれば、例えば、充電中の状態等端末装置が置かれたままの状態である
ときのメール着信に気付かなかったユーザが、該端末装置を手に持って移動しようとした
ときに、該電話着信を確認することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の端末装置の構成の一例を示す図である。
【図２】メール着信データ記憶部に記憶されるメール着信データの例を示す図である。
【図３】電話着信データ記憶部に記憶される電話着信データの例を示す図である。
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【図４】本発明の端末装置によるメール着信通知処理フローの一例を示す図である。
【図５】メール着信を通知する画面の例である。
【図６】本発明の端末装置による電話着信通知処理フローの一例を示す図である。
【図７】電話着信を通知する画面の例である。
【符号の説明】
【００６５】
　　１　端末装置
　１１　メール着信部
　１２　メール着信データ生成部
　１３　電話着信部
　１４　電話着信データ生成部
　１５　振動数計測部
　１６　操作情報入力部
　１７　判断部
　１８　メール着信通知部
　１９　電話着信通知部
　２０　メール記憶部
　２１　メール着信データ記憶部
　２２　電話着信データ記憶部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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